2015年4月12日　礼拝メッセージ

聖書：第二サムエル記11章１〜13節
説教：ダビデの罪

１　イエス・キリストの系図

　マタイの福音書1章にはイエス・キリストの系図が詳しく記されていて、その６節にはこうあります。「エッサイにダビデ王が生まれた。ダビデに、ウリヤの妻によってソロモンがうまれ（た。）」何気なく読み過ごしてしまいそうですが、よく見ると大変な内容です。ダビデが自分の部下であったウリヤの妻に子どもを産ませたということです。今日の箇所には、その大変な問題がどのように始まっていったのかが詳しく書かれています。こんな話が教会で読まれてよいのか。小さな子どもたちには聞かせないほうがよいのではないか。隠したほうがよいという意見もあるでしょう。でも、イエス・キリストの系図の中にはっきりと記されています。聖書は、隠すのではなく、むしろ光の中にあらいざらいすべてをさらけ出そうとします。どうしてでしょう。

　ダビデはどんな罪を犯したのか。神はこのことをどのようにご覧になっているのか。そのことを考えてまいります。

２　たとえ信仰をもっていても

　この時のイスラエルは、雨の季節が終わり乾いた季節を迎えています。道路も歩きやすくなることで再び戦争が開始されます。将軍ヨアブは、イスラエルのすぐ東側にあるアモン人の地に遠征し、その首都ラバを攻撃しておりました。いっぽうダビデは都エルサレムにとどまり、昼寝をしています。もうダビデ自ら先頭に立って戦いに出る必要がありません。それだけ、国内は平和になり政治的にもそれなりに安定してきたということです。ダビデはやっとゆっくりと休んでいます。

　しかしそんなとき、人の心の奥底に隠されていた罪があらわになっていきます。私は男性としてダビデの気持ちが理解できます。夏の昼下がり、暑い日でした。涼しい風を求めて屋上を散歩することにしました。そうしたら、思いがけなく若い女性が裸になってからだを洗っている姿が目に飛び込んできました。ダビデはこれを見た瞬間、押さえがたい衝動に駆られます。側近の者に調べさせると、すぐに女の身分がわかりました。「あれはヘテ人ウリヤの妻で、エリアムの娘バテ・シェバではありませんか。」ウリヤは今戦場に赴いています。ということは夫は今家にはいません。ダビデはすぐに彼女を自宅に招きます。それからしばらくして、バテ・シェバから自分は妊娠したとの知らせがダビデに届きました。誰の子どもであるのかは明らかです。夫ウリヤの子どもではなく、ダビデの子どもです。このことが世間に知られたら大スキャンダルです。ダビデは、イスラエルの政治的指導者でありながら同時に祭司の役割も担っています。人々はダビデのことを信仰者の模範として尊敬してきたのです。そのダビデが恥知らずな罪を犯します。もしこの事実が漏れれば、ダビデは王の座から引きずり下ろされるかもしれません。イスラエルは再び混乱していきます。一人の罪が多くの人たちを苦しみの中に投げ込んでいくことになります。

　ダビデは「姦淫してはならない」という律法を知らなかったのか。「隣人の妻を欲しがってはならない」という律法を忘れたのか。そんなはずはありません。知っています。覚えています。けれども自分の欲望を抑えることができません。ダビデは律法を知りながらそれを破り、罪を犯します。一つの罪を覆い隠すために、また罪を重ね、止めどもなく罪はふくらんでいきます。

　バテ・シェバの妊娠を知ったダビデは、すぐにウリヤを戦場から呼び戻し、「疲れただろうから家に帰って早く妻と寝なさい」とことば巧みに仕向けます。理由は明らかです。バテ・シェバのお腹にいるのはウリヤの子であると思わせるためです。ところが、ウリヤこう言うのです。

１１節。「神の箱も、イスラエルも、ユダの仮庵に住み、私の主人ヨアブも、私の主人の家来たちも戦場で野営しています。それなのに、私だけが家に帰り、飲み食いして、妻と寝ることができましょうか。あなたの前に、あなたのたましいの前に誓います。私は決してそのようなことをいたしません。」

　これに似たことばをどこかで聞いたことがあります。誰が言ったか。ダビデです。ダビデはかつてこう語ったいました。７章２節。「ご覧ください。この私が杉材の家に住んでいるのに、神の箱は天幕の中に留まっています。」神の箱が天幕の中に置かれているというのに、自分だけがりっぱな家に住み、快適な生活をしていてよいのだろうか。ウリヤとダビデは、まったく場面は異なるのですが、実は同じことを考えていたのです。

　ところが今ダビデは何をしているか。戦いに出ることなく、りっぱな宮殿に住み、快適な暮らしをし、そのうえひそかに肉の楽しみにふけっています。１１節のことばを真っ先に言わなければならないのは、本来ダビデでなければならないはずです。とろがイスラエル人でもないヘテ人の部下が語る。いったいどちらが信仰深いのでしょうか。どう見てもウリヤのほうです。王から直接「家に帰って休みなさい」と言われたら。普通は喜び勇んで家に帰るでしょう。ところがウリヤはそうしない。自分のことよりもイスラエルを心配し、なによりも神を見上げています。

　いったいダビデはどうしてしまったのでしょう。

３　人間の罪に関わろうとする神

１）罪の深刻さ

　私はかつて洗礼を受けてまだ間もなかったことのことを思い出します。そのとき、自分は神の前にはっきりと罪を言い表し、悔い改め、神の赦しをいただいたと確信していました。忙しい毎日でしたが、朝時間をとって聖書を読み、祈っていました。教会の奉仕も熱心にやっていました。こんなふうに過ごしていれば、もう罪を繰り返すことはないと思っていました。ところがある日、家族から「あなたは以前と同じ罪を犯している」と指摘され、愕然としました。信じていても罪を止めることができない。ならば、いったどうしたら罪を犯さない良いクリスチャンになれるのか。もしかして自分はクリスチャンとして失格なのだろうかと悩みました。

　聖書には何と書いているでしょう。神からイスラエルの王として選ばれたあのダビデでさえ罪を犯したと書いています。それもひどい罪です。そのことを何も隠さず、小さく見せる訳でもなく、起きたことをそのまま聖書に載せます。

　社会の常識では、こんなことは考えられません。失敗したこと、恥をかいたこと、人に迷惑をかけたこと、触れて欲しくない話、だれだって生きていれば一つや二つ持っています。でも、人の前では私たちはまるでそんな恥ずかしい話などなかったかのように隠します。もしそんなことがほかの人に知られたら、笑われ、ばかにされ、能力がない愚か者と言われ、恥をかくだけ。何も良いことがない。だから隠します。けれども聖書は違います。例え神に選ばれたイスラエル王のスキャンダルであっても隠そうとはしません。

　なぜ隠さないのでしょう。二つの目的があるように思います。

　誰もが今日の箇所を読んで「これはひどい」と思うはずです。罪がどれほどひどいものであるのか、それを教えるために隠さずに載せます。それが一つ目の目的です。

　かつて私は、信仰さえ持てば罪は犯さないと単純に考えていました。しかし、罪はそんな生やさしいものではありません。想像をはるかに超えて残酷で、強い力を持っています。努力で打ち勝てるような相手ではありません。例えダビデほどの信仰をもっていても、簡単に罪の誘惑に引き込まれてしまうのです。ダビデは祈らなかったのか。祈っていました。ダビデは聖書を読まなかったのか。読んでいました。ダビデは礼拝していなかったのか。礼拝していました。それでも罪誘惑に負けてしまいます。もっとひどいことに、一つの罪を隠すためにさらに罪を重ねていきます。

２）罪の真ん中に立たれるイエス・キリスト

　いったいどうしたらよいのでしょう。ダビデは失敗したけれど、私は大丈夫。もしそう思う方がおられるなら、その方はまだ罪の恐ろしさをよくわかっていません。ダビデでさえ罪に負けたというのなら、まして私たちが罪に打ち勝つことなど絶対にできません。ではどうしたらよいのでしょう。神はどうしてくださるのでしょう。聖書がダビデの罪を隠さずに載せる目的の二つ目がここにあります。神が私たちの罪をどのように扱うのか、そのことを教えるためです。

　神はどのように罪を扱うのでしょう。こう考えるでしょうか？神は私たちを愛しておられるのだから、私たちが罪を犯そうとするとき留めてくださるに違いない。そういうこともあるでしょう。けれども、駐めないこともあります。ダビデの場合がまさにそれです。神はダビデがしようとしていることをそのままにして手を出しません。神は関心がなかったのでしょうか。いいえ、おおありです。だから聖書に詳しく載せます。では、どうしてダビデを止めようとしないのか。神に文句を言いますか。「俺が罪を犯すのは、神が止めてくれないからだ。」そんなことを本気で言う人はいないでしょう。

　もし私たちが罪を犯す前にいつも神が止めてくださるというのなら、私たちはいつまでも罪の深刻さを理解できないことになります。理科しなくてもよいと思うでしょうか。いいえ。それは間違いです。罪がどれほどひどいものかやはり向き合わなければなりません。神の関心は、私たちが罪を犯さないことにあるのではなく、私たちが罪から救われることにあるからです。もし罪に向き合わないままならば、罪からの救いを心の深いところから経験することはできません。

　神はダビデが罪を重ねていくことをあえて止めず、そのままにさせます。神は何も思わないのでしょうか。顔をしかめる程度でしょうか。そんなはずはありません。ご自分が選ばれたイスラエルの王が人々の目の前で罪を犯しています。神がそのことをどれほどに苦しんだのかもっと考えてみる必要があるかもしれません。

　月を犯した責任はすべてダビデにあります。けれども、神はこの事件をご自分とはまったく関係がないとは考えません。むしろ、ご自分のほうからダビデの罪に近づき、ご自分の身に引き受けようとされます。

　そのことがどこでわかるか。それが最初に申し上げたイエス・キリストの系図の意味です。「エッサイにダビデ王が生まれた。ダビデに、ウリヤの妻によってソロモンが生まれた。」イエス・キリストはダビデの罪を身に負いながらお生まれになりました。「わたしはダビデの罪とは一切関係がない」と言わず、むしろ「わたしはダビデの罪をも背負うためにこの世に来たのです」と言われます。イエス・キリストの系図は聖い人たちの系図ではありません。罪にまみれた人たちの系図です。主は罪の真ん中に立とうとしていたのです。

　であるなら、私たちはどうすればよいのでしょう。神は、罪を隠す必要がないと言っているのです。「隠すのではなく、わたしに差し出しなさい」と語ってくださいます。救いは、そこから輝き出すのからと教えます。

　ダビデの罪が赤裸々に聖書に記されていることが、どれほど私たちにとって恵みであったのか。主の御名をあがめたいと思います。　
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